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１．取組紹介 地方創生に関する包括連携協定

北九州市と東京海上⽇動⽕災保険株式会社は、平成30年2月16⽇、地方創生に関する包括連携協定を締結
しました。
この協定は、「住みよい街づくり」を目指す北九州市において、新たなしごとの創出、⼥性・若者の定着、安全・安⼼

な市⺠の暮らしを実現するため、北九州市及び東京海上⽇動が相互に協⼒して双方が有する資源を有効活⽤し
つつ様々な地域課題の改善に取り組み、活⼒ある個性豊かな地域社会の形成及び発展に寄与することを目的とし
ています。

■北九州市の地方創生の基本方針

⼥性と若者の定着などにより社
会動態をプラスにしていき、地方
創生の「成功モデル都市」を目指す

■東京海上⽇動の経営理念

お客様の信頼をあらゆる事業活動
の原点におき、「安⼼と安全」の提
供を通じて、豊かで快適な社会生
活と経済の発展に貢献します。

■住みよい街づくりのテーマの１つである「安⼼」

□災害に強い安⼼した企業経営 □安⼼して働く □安⼼な⽼後
□安⼼して子育てをする □安⼼した住まい
□防災⼒の強い安⼼した生活 □安⼼した街のイメージアップ

共通テーマ

【包括連携協定式 写真】



北九州
物産展
の開催

２． 弊社の昨年度取組例
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労働⼒の減少

健康経営
の推進

2018年10月に北九州商⼯会議所と健康経営推進に係る包括協定
を締結。取組第一弾として、12月7⽇に健康経営セミナーを北九州商
⼯会議所と共催で開催し、120名の参加者に高い評価をいただきまし
た。弊社は経産省の健康経営銘柄に3年連続認定を受けており、健
康経営優良法⼈認定のご⽀援もさせていただいております。

医療福祉サー
ビス需要増加

がん検診
受診

の推進
2009年7月北九州市⺠をがんから守るプロジェクト（北九州市、福岡
ひびき信⽤⾦庫等）に参画。弊社代理店向けに北九州市がん対策
についての勉強会を開催し、9月のツーデ―マーチ等にて代理店とともに
がん検診の必要性について訴求する活動を実施しております。

防災⼒低下

ぼうさい
授業の
実施

昨年の⻄⽇本豪⾬の保険⾦⽀払い対応においてハザードマップの周知
の必要性について再認識致しました。2019年1月に北九州市⽴⼩学
校において230名の生徒を対象に「ぼうさい授業」を実施しました。ぼう
さい授業は、過去に起きた大地震を説明し、地震が起こった際の対応
、地震が起こる前に⽤意しておくことについて考えてもらいます。

企業売上
の減少

北九州産品や観光資源のＰＲを⽀援するために、弊社本店にて北九
州市、公益財団法⼈北九州観光コンベンション協会、ＴＯＴＯ株式
会社、株式会社スターフライヤー、シャボン⽟⽯けん株式会社の協⼒の
もと北九州物産展を2019年1月に開催した。約600名来店いただき
、購入者から美味しかった等好評でありました。



３． 弊社の今年度取組例
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労働⼒の減少

健康経営
の推進

2018年10月に北九州商⼯会議所と健康経営推進に係る包括協定
を締結。取組第二弾として、6月17⽇に健康経営セミナーを北九州商
⼯会議所と共催、北九州市後援で開催し、100名の参加者に高い
評価をいただきました。弊社は経産省の健康経営銘柄に4年連続認
定を受けており、健康経営優良法⼈認定のご⽀援もさせていただいて
おります。

防災⼒低下

ぼうさい
授業の
実施

2019年6月に北九州市⽴⼩学校において48名の生徒を対象に「ぼう
さい授業」を実施しました。
また、福岡県⽴⼋幡南高等学校において、「北九州ＳＤＧｓ探究学
習プログラム」と題した授業がスタートし、2019年5月に弊社の「ぼうさ
い授業」の取組を御紹介しました。

介護事業
のリスク
軽減

北九州市内で実施される介護現場へのロボット導入実証事業を通じて介護従事者の負担軽減
、介護現場の効率化等を目指す「北九州市介護ロボットコンソーシアム」へ2018年1月に加入。
2019年10月16⽇に北九州市と共催で介護サービス事業者向けリスクマネジメントセミナーを開
催予定。介護事故を未然に防ぐため、施設・事業所のリスク管理のポイントをお伝えいたします。
また、公益財団法⼈北九州産業学術推進機構様より介護ロボットの活⽤効果を御紹介します。

ＳＤＧｓ普及 地方創生
研鑽会

地域活性化に向けた意⾒交換を通じた異業種交流、⼈材育成、⼈脈構築を目的とした「地方
創生研鑽会」を開催を検討しており、グループワークを通じた論議を⾏い、最終的には北九州市へ
地方創生に資する提⾔を⾏いたいと考えております。
地域の皆様と地方創生を考える中で次代を担う中堅社員の⼈材育成や⼈脈構築を⽀援すると
ともに、企業と学生の接点を作り、地元で働く意義を考えるきっかけにしていただきたいです。

医療福祉
サービス低下



異業種交流会
（北九州市創生研鑽会）

のお誘い
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１．北九州市創生研鑽会の概要（案）

地元企業に参加頂き、北九州市の地方創生を考えるべく「北九州市創生研鑽会」を開
催し、企業⼈材の育成に繋げていく取組みをご提案致します。

(１)北九州市創⽣研鑽会の目的・意義
「市内で共に働く異業種・別会社の同世代との交流による⼈材育成」、並びに「当エリアの地方創生について、
グループで提⾔を完成させること」を目的として展開

①挑戦する企業への⼈材育成面でのお手伝い
⇒ＲＥＳＡＳ(地域経済分析システム）の講義、演習、グループディスカッション
②北九州市役所との地方創生での連携
⇒北九州市役所への提⾔
③市内での異業種・別会社の⼈脈構築⽀援

(２)運営
①北九州市役所、北九州市内の大学、商⼯３団体、弊社等の産官学の枠組みを構築し運営
②市内に本社を置く市を代表する有数の企業からの推薦者が参加対象
③1グループ５名前後とし、7〜8グループで運営
④提⾔のフレームワーク、市内における地方創生の現状など、基本的なところ※を学んだ上で、

グループディスカッションを⾏い、最終的な提⾔を完成させる。
※論議を⾏う上でのベースとなる知識やスキルは、座学講座及び講演会等を通じてご提供します。
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2．北九州市創生研鑽会の具体的な内容（案）

(１)テーマ(案)︓
・メインテーマ︓北九州市の“元気”を⽇本一にするためにできること
・サブテーマ ︓北九州市への政策提⾔につなげるべく、サブテーマを４〜５程度設定

(２)参加対象者(案)︓
・市内を代表する企業の次世代を担う中核社員
・北九州市内の大学等の学生
・弊社社員

(３)募集企業数(案)︓50社程度 ＊各企業様１社につき１名のご参加を承ります。

(４)スケジュール(案)︓
❏ 10月頃 １３︓００〜１８︓３０頃

＊全体スケジュール説明（グループ分け発表、サブテーマ発表他）
＊北九州市役所による講演︓「北九州市における地方創生の取組み(仮題)」
＊座学講座

❏ 12月頃 １３︓００〜１８︓００頃
＊各グループによる提⾔の中間発表会
＊コメンテーターによる中間講評

❏ 2月頃 １３︓００〜１８︓００頃
＊各グループによる提⾔の最終発表会
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3．北九州市創生研鑽会イメージ（案）



座学講義 最終発表会
2/13(⽕)

全体スケジュール

グロービス社

stage1

第1グループ︓8/1(⽕)、9/5(⽕)
第2グループ︓8/8(⽕)、8/29(⽕)

stage2 stage3

❑9/13(水) 愛知県セミナー ❑11/15(水) 中間発表会
目的︓・各グループの取組進捗を共有し、他グループの

発表を参考に、新たな着眼点を得る
・ 他グループとの意⾒交換により事後課題の促進を図る

目的︓愛知県職員の話を直接聴講することにより、
地域についての⾒識を深め、事後課題の促進を図る

⼈材交流会

1/16(火)

《グループ学習》 《グループワーク》

グループワークについて

テーマ︓愛知の元気を“⽇本一”にするためにできること

グループワークの進め方

以下のテーマでグループワークをおこない、グループ提言を2018年２⽉までに完成させてください。

テーマに基づいたありたい姿について論議し、
具体的な提⾔の絞り込みを⾏ってください。
※各グループにて、ありたい姿をキャッチフレーズ化してください
例）~Good People, Good Place~ ~Good Community~

・データ分析
・各種調査
有識者⾒解
市場調査
アンケート 等

効果分析 提⾔書完成

グループメンバー間
で⼗分に論議し、グ
ループの“想い”を整
理して下さい

共に学んだ手法(ク
リティカルシンキング
やマーケティング等)
を活⽤して下さい。

可能な限りグループ
内で定量分析を
⾏ってください。

グループの提⾔によ
りどのような効果が
期待できるかを盛り
込んでください。

ppt7枚程度で完
成させてください。
7分程度の発表を
想定して下さい。

中間発表会(11/15)
状況確認・気付き

1 2 3 4

上記❶についての状況、❷❸についての進捗・展望

※あいちビジョン2020 基本目標「⽇本一の元気を暮らしの豊かさに」
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4．事例紹介 愛知県創生研鑽会概要①（2017年度開催46社参加）
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2016年9月8日
中部経済新聞抜粋

■ 愛知県創生研鑽会 記事

5．事例紹介 愛知県創生研鑽会概要②

■ 愛知県創生研鑽会の様子
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〜おわりに〜

東京海上⽇動⽕災保険株式会社
北九州⽀店北九州⽀社
（担当）規⼯川（キクカワ）、久原、 藤井

（TEL）093-521-9642（FAX）093-521-8137

本件に関するご照会・お問い合わせは下記までお願い申し上げます。

ご高覧ありがとうございました。
ご検討の程、何卒よろしくお願い申し上げます。


